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平成 18 年 10 月 10 日 

各 位 

会 社 名   ＮＥＣフィールディング株式会社 

代表者名   代表取締役執行役員社長 片山  徹 

（コード番号：2322 東証第一部） 

問合せ先   取締役執行役員常務   伊藤 雅明 

                                     TEL：03 (3457) 7153 

 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 18 年４月 26 日及び平成 18 年７月 27 日に公表した平成 19 年 3 月期

中間（平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日）業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

 

                     記 

 

 

１．平成 19 年３月期中間業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日） 

（1）連結業績予想値の修正                        （単位：百万円、％） 

               売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 18 年４月 26 日公表） 

113,000 2,500 1,200 

今回修正予想（Ｂ）      104,500        3,600         1,680 

増減額 （Ｂ－Ａ）      △8,500        1,100           480 

増減率（％）        △7.5         44.0          40.0 

前期（平成 18 年 3 月期中間）実績 111,413        4,713 3,216 

    

（2）単体業績予想値の修正                        （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 18 年４月 26 日公表） 

113,000 2,500 1,200 

今回修正予想（Ｂ）      103,700        3,500         1,630 

増減額 （Ｂ－Ａ）      △9,300        1,000           430 

増減率（％）        △8.2         40.0          35.8 

前期（平成 18 年 3 月期中間）実績 110,528        4,852 3,371 
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２．修正の理由 

 
当中間期の売上高は、採算性を重視して、サービス事業の拡販に注力したことにより物品販売が減

少し、期初計画を下回る見通しとなりました。 
経常利益につきましては、売上減の影響はあるものの、サービス事業の比率が高まったことに加え、

継続的に取り組んでいる費用低減活動の効果により、期初計画を上回る見通しとなりました。 
 
なお、通期の業績見通しに関しましては、現在見直しを行っており、中間決算発表時に公表させて

いただく予定です。 
 

以  上 
 

（注）上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、既知・未知のリスクや不

確定な要素などの要因により、実際の業績は記載の見通しとは異なる可能性があります。 

 

 


